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『袋中上人絵詞伝』（原田禹雄 訳注 榕樹書林）より 
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『袋中上人絵詞伝』 【第 12 図 琉球行化】 

『袋中上人絵詞伝』 【第 11 図 疫鬼影現】 

◆袋中菴蔵『袋中上人絵詞伝』より 

江戸時代に描かれた絵巻物。色鮮やかな絵と 

詞書で、袋中上人の一生を如実に伝えている。 

はじめに 

平成 27 年度読書週間事業として企画展「袋中上人‐いわき・沖縄・京都‐」を開催いた

します。 

袋中上人は天文 21(1552)年、いわき市常磐で生まれ、慶長 8(1603)年には中国(明)への

渡航を試みましたがかなわず、その後、3 年間、沖縄(琉球)にとどまり、中国(明)渡航の機

会を待ちましたが、終に望みはかなえられませんでした。 

沖縄(琉球)滞在中、袋中上人は沖縄(琉球)の歴史書『琉球神道記』を著し、琉球国王・尚

寧王など、沖縄(琉球)の人たちと心からの交流をしました。 

本企画展を御観覧のうえ、いわきの歴史の一場面に思いをはせていただければ幸いです。 

最後に、多くの方々のご協力に感謝を申し上げ、あいさつといたします。 

                        いわき総合図書館長 夏 井 芳 徳 



袋中上人の生涯 

袋中上人は、戦国時代の天文 21(1552)年、現在

のいわき市常磐の生まれで、幼名は徳寿丸といいま

した。７歳の時に能満寺(いわき市常磐西郷町)の天

蓮社良要上人(叔父)にあずけられ、14 歳で出家。字

は袋中、諱は良定、号は弁蓮社入観としました。 

その後、如来寺、専称寺(ともにいわき市平山崎)、

円通寺(栃木県芳賀郡益子町)などで修学します。さ

らに、25歳で増上寺(東京都港区)に入ります。また、

この頃には足利学校(栃木県足利市)にも赴き、浄土

宗以外の教えなども広く学びました。 

諸 国 を 旅 し な が ら 修 行 を 続 け た の ち 、 天 正

8(1580)年、成徳寺(双葉郡広野町折木)の第 13 代住

職として帰郷します。袋中上人 29 歳の時でした。 

慶長 4(1599)年には、いわき地方などを支配して

いた戦国大名、岩城貞隆が、好間町大舘の飯野平城

内に菩提院を建立し、袋中上人を住職として招きま

した。 

ところが、関ヶ原の合戦(1600 年)で徳川側につか

なかったことで、慶長７(1602)年、岩城貞隆は家康

により、12 万石の領地を没収され、身柄を江戸に移

されます。これにより、菩提院も城外に移ることに

なりました。 

袋中上人はこれを機に、「中国(明)に渡って修行し、

学問を深めたい」というかねてからの希望をかなえ

るため、郷里を離れる決意をします。52 歳でした。 

当時の日本は中国(明)との国交がなく、袋中上人

は渡明を試みますが入国は許されず、フィリピンを

経て、沖縄(琉球)に上陸し、その後３年を沖縄(琉球)

で過ごすこととなります。袋中上人は沖縄(琉球)で

も熱心に布教し、琉球国王・尚寧王の帰依を得て､

浄土念仏を伝えました。 

慶長 11(1606)年に帰国の途につくと、郷里には

帰らず、京都や奈良などで布教活動を行いました。

なかでも京都の伏見屋次郎兵衛は深く袋中上人に帰

依し、三条大橋近くに草庵を建て上人を招きました。

これが、後の檀王法林寺(京都府京都市左京区)です。 

袋中上人は、その後も各地で寺院を再建するなど

し、寛永 14(1637)には、山城飯岡に庵を結びます。

これが後の西方寺(京都府京田辺市飯岡)です。 

寛永 16(1639)年、袋中上人はこの飯岡でその生

涯を閉じました。88 歳でした。 

「袋中上人像(尚寧王画賛)」(部分) 

京都・檀王法林寺蔵 
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袋中上人ゆかりの寺 《いわき時代》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆能満寺 いわき市常磐西郷町忠多 
文明元(1469)年、松蓮社良秀上人が開山。袋中上人は 14 歳のとき、能満寺で出家し僧侶となった。 

山門脇には「袋中上人誕生之地」の碑がある。 

◆如来寺 いわき市平山崎字矢ノ目 

袋中上人は 16 歳のとき、 

当時、学問の寺として名を馳せ 

ていた如来寺に入り、学問に励 

んだ。 

◆専称寺 いわき市平山崎字梅福山 

袋中上人は 20 歳になると、如来寺から専称寺に

うつり、なお一層学問に打ち込んだ。 
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◆成徳寺 福島県双葉郡広野町大字折木字舘 

諸国を巡り、学問、修行を積み重ねた袋中上人 

は、29 歳の時に強い招きを受け、郷里いわきに 

程近い成徳寺の住職になった。 

◆菩提院 いわき市平古鍛冶町 

慶長 4(1599)年、袋中上人開山。 

時の領主､岩城貞隆は袋中上人に深く帰依し、

大舘の飯野平城内に称名道場を造り、菩提院

と名づけ、袋中上人を住持として招いた。袋中

上人 48 歳のときだった。 
慶長 7(1602)年、鳥居氏が入封すると、寺は城

外に移され、大正 6～7(1917～18)年に現在

の地に移転した。 

ぼだいいん 

じょうとくじ 

3 
 



沖縄と袋中上人 

いわきを離れ、中国(明)へ渡ろうと決意した袋中

上人でしたが、当時の日本は中国(明)との国交がな

く、袋中上人は渡明を試みますが、入国を許されず、

一旦、フィリピンまで行き、そこから沖縄(琉球)に

上陸し、その地で３年を過ごしました。 

袋中上人は沖縄(琉球)滞在中も、浄土念仏の布教

に努めました。琉球国王・尚寧王は深く帰依し、袋

中上人のために桂林寺(沖縄県那覇市松山)を建立し

ました。京都の檀王法林寺に残されている「袋中上

人像(尚寧王画賛)」は、尚寧王が描いたものです。 

 

浄土念仏は、琉球中に広まりましたが、袋中上人が

去ったのち、しだいにすたれてしまい、現在唯一「小

禄浄土」の名で那覇市小禄に伝えられています。 

この那覇市小禄には、昭和 50(1975)年、沖縄に

おける浄土宗布教の由緒と、袋中上人の業績をたた

えるため、浄土宗別院袋中寺が創建されました。 

また、袋中上人が著した琉球国の歴史書『琉球神

道記』は、薩摩藩による征服以前の古琉球の風俗・

伝承を知るうえで、きわめて貴重な文献史料となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しょうねいおう 

「袋中上人行化碑」沖縄県那覇市・松山公園内 

【写真提供】沖縄県立図書館 

◆『琉球神道記』 国指定重要文化財 京都・袋中菴蔵 

江戸時代の初め、袋中上人が著した沖縄(琉球)の歴史書。 

この世の成り立ちやインドでの仏教の起こり、中国の歴代王朝の歴史、諸仏の由来、沖縄(琉球)の神々、

さらには沖縄(琉球)の国生みの神話や伝説、人々の暮らしぶりなどが記されている。 

だんのうほうりんじ 

ろくじょうど 
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「エイサー」と「じゃんがら念仏踊り」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆沖縄の伝統芸能・エイサー 

太鼓や三線、歌に合わせ、太鼓の叩き手や踊り手た

ちが踊りを繰り広げるもので、沖縄本島や八重山地域、

さらには沖縄ゆかりの地などで広く伝えられています。 

起源には諸説がありますが、袋中上人が沖縄に伝え

た念仏や念仏踊りがエイサーに影響を与えたともいわれ

ています。 

◆いわきの郷土芸能・じゃんがら念仏踊り 

いわき市を中心に分布・伝承する郷土芸能で、鉦、太鼓

を打ち鳴らしながら新盆を迎えた家などを供養してまわる

踊念仏の一種です。 

主に毎年 8 月 13 日から 15 日までの 3 日間行われ、い

わきの夏の風物詩として知られています。 

いわき市の無形民俗文化財に指定されています。 

 

さんしん 

いわき市常磐西郷町の子供じゃんがら。 

平成 27 年、沖縄県那覇市でじゃんがらを披露。 

「いわき民報」（平成 27 年 5 月 18 日） 

「エイサー」と「じゃんがら念仏踊り」は、ともに祖
先の霊を弔うもので、お盆の時期を中心に踊られます。 

いわきと沖縄の人たちは、「エイサー」や「じゃんがら
念仏踊り」を通じて、現在も交流を続けています。 
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琉球国王・尚寧王と袋中上人 

沖縄(琉球)滞在中、桂林寺(沖縄県那覇市松山)の住

職として迎えられた袋中上人は、仏の教えを説き、

念仏を勧め、多くの人々からあつい信仰を寄せられ

るようになりました。琉球国王・尚寧王も、袋中上

人を師と仰ぎ、帰依しました。その帰依の深さを知

ることができるものとして、「袋中上人像(尚寧王画

賛)」があります。 

袋中上人が沖縄を離れて 3 年後の慶長 14(1609)

年、薩摩藩の琉球侵攻により、尚寧王は捕われの身

となってしまいます。「異国の王」として、駿府で徳

川家康に、江戸で将軍・徳川秀忠に謁見した帰途、

薩摩で袋中上人の還暦を祝うため、尚寧王は自ら筆

をとり、袋中上人の肖像画を描きました。 

肖像画には、尚寧王の文章も添えられました。そ

こには「扶桑之師」、つまり、日本の師、袋中上人は

遠く、沖縄(琉球)の地を訪れ、「念仏念法、便福消過」、

念仏を勧め、仏の教えを説き、私たちに幸せをもた

らしてくれたことや琉球国は薩摩藩に敗れ、「大地荒

蒙」、国土は荒廃してしまったが、そのようななかに

あっても袋中上人の教えは私たちの心の中で生き続

けている。私たちは袋中上人の教えをこれからもし

っかりと守り続けていかなければならない、と書か

れています。 

文章の終わりに、「琉球国尚寧王図し、併せ題し、

袋中上人座下に贈る」と、つつしみ深く、へりくだ

った態度で書かれてあることからも、その帰依の深

さをうかがい知ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「袋中上人像(尚寧王画賛)」 

尚寧王筆 江戸時代 慶長 16(1611)年 
京都・檀王法林寺蔵 

しょうねいおう 
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京都での袋中上人 

沖縄(琉球)で３年を過ごした袋中上人は、慶長

11(1606)年に帰国の途につくと、郷里のいわきには

帰らず、奈良や京都などで布教活動を行いました。 

慶長 16(1611)年、60 歳のときには、京都の三条

大橋近くに檀王法林寺を開き、多くの信者の協力の

もと寺域を拡大します。 

その後は、洛北氷室(京都府京都市北区)、東山菊

渓(京都府京都市東山区)に小庵を結び、71 歳のとき

に五条坂袋中菴(京都府京都市東山区 現在は京都

市右京区花園にある)へ移ります。 

晩年は、瓶原心光庵(京都府木津川市加茂町)など、

奈良や京都各地で寺院を再建し、寛永 16(1639)年、

西方寺(京都府京田辺市飯岡)で亡くなりました。88

歳でした。

 

◆『寤寐集』京都府指定文化財 京都・檀王法林寺蔵 

奈良女子大学学術情報センター画像提供 

 

「寤(ご)」は目覚めていること、「寐(び)」は寝ていること。 

袋中上人が夢で見たことや、実際に体験したことなどを記したも

の。京都時代の寛永 3(1626)年以後に書かれたものといわれて 

いる。 

 

◆檀王法林寺 京都市左京区川端通三条上ル 
慶長 16(1611)年、袋中上人が、永禄年間に焼失した悟真寺の跡地に開山。京都の伏見屋次郎兵衛により寄進。 

袋中上人は 9 年後に、弟子の團王上人に寺を譲って東山五条坂に袋中菴を創建し移り住む。 

平成 23(2011)年は、開創 400 年にあたる。 

だんのうほうりんじ 

みかのはら 

さいほうじ 
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「ふくしま人 袋中上人」 
(「福島民報」平成 27(2015)年 9 月 12 日掲載) 
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  「ふくしま人 袋中上人」 

(「福島民報」平成 27(2015)年 9 月 19 日掲載) 
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「ふくしま人 袋中上人」 
(「福島民報」平成 27(2015)年 9 月 26 日掲載) 
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「ふくしま人 袋中上人」 
(「福島民報」平成 27(2015)年 10 月 3 日掲載) 
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西暦 年号 袋 中 上 人 の 出 来 事 主な出来事

1552 天文21 １月　現在のいわき市常磐に生まれる。父は賀氏、法名道祐、母は幡氏、法名妙喜。

名は袋中、字は良定、弁蓮社入觀。幼名は德寿丸。

1558 永禄元 春　７歳　能満寺の天蓮社（袋中上人の伯父）のもとで学ぶ。

1560 永禄3 ９歳頃　「三経一論」など経文を暗誦。

1565 永禄8 3月14日　14歳　能満寺で出家。沙弥戒を受け、名を袋中とする。

1567 永禄10 春　16歳　平・如来寺に学ぶ。

1571 元亀2 20歳　平・専称寺に学ぶ。また、大沢・円通寺（栃木県芳賀郡益子町）にも学ぶ。 室町幕府滅ぶ（1573）

1574 天正2 23歳　大沢・円通寺で経論を講じる。

1576 天正4 25歳　武城・三縁山（増上寺  東京都港区）、足利学校などで学ぶ。

1580 天正8 29歳　広野町・成徳寺の住持になる。

1581 天正9 30歳　いわき平・鎌田川で橋供養。『梵漢対映集』を著す。

1583 天正11 春　32歳　『血脈論』を著す。

1584 天正12 33歳　『麒麟聖財論私釈』を著す。

1585 天正13 34歳　『大原問答端書』を著す。 羽柴(豊臣)秀吉が関白となる（1585）

1587 天正15 36歳　『啓袋』を著す。 尚寧王即位（1589）

1599 慶長4 48歳　飯野平城内・菩提院の住持となる。
豊臣秀吉、朝鮮に出兵。文禄の役
（1592）慶長の役（1597）

流行病蔓延、疫病神と対話、薬を受け、病を静める。（慶長6～7年頃との記録もあり） 関ヶ原の戦い（1600）

1603 慶長8 52歳　中国に渡るため、京都を出、船便を待つ。
岩城貞隆、領地を没収される（1602.5
月）

フィリピンを経て、沖縄に渡り、琉球国王・尚寧王や馬幸明の帰依を受ける。桂林寺の住持となる。 鳥居忠政、磐城に入封（1602.11月）

1605 慶長10 54歳　『琉球神道記』を著す。 徳川家康が征夷大将軍となる（1603）

1606 慶長11 55歳　沖縄を離れ、九州筑紫・善導寺に寄り、その後、西国行脚。
薩摩藩・島津氏の琉球侵攻（1609.4
月）

1611 慶長16 春　60歳　京都・三条河原町に庵を結ぶ。後の檀王法林寺。 尚寧王の参府（1610）

尚寧王より肖像画が贈られる。

1619 元和5 夏頃　68歳　洛北氷室山に移る。東山菊渓に小庵を結ぶ。 尚豊王即位（1621）

1622 元和8 71歳　庵室を大佛殿の近くに移す。後の袋中菴。

夏　奈良に赴く。浄瑠璃寺の修復に寄与。

冬　城州相楽郡西尾九体仏の近くに住む。

1624 寛永元 1月25日　73歳　瓶原・天神宮で7日間、参籠。

1626 寛永3 春彼岸　75歳　信者に十念を授く。

1628 寛永5 77歳　知恩院の霊岩和尚と問答。

1630 寛永7 3月23日　79歳　仏の姿を見る。

1637 寛永14 86歳　瓶原・心光庵を出、綴喜郡飯岡村に庵を設ける。後の西方寺。 島原の乱（1637）

1638 寛永15 87歳　三の峯に石仏3体を造立。

冬　病を得る。

1639 寛永16 1月15日　信者に十念を授く。 鎖国令（1639）

1月16日　臨終の道場を設る。

1月20日　遺言。

1月21日卯の刻　永眠。88歳。

1月22日　荼毘。

1月23日　拾骨。

袋　中　上　人　　年　表

岩城重隆、飯野八幡宮に銅鐘を寄進
する（1551）

織田信長、本能寺に滅ぶ（1582）

鳥居忠政、山形へ転封し、
内藤政長、磐城に入封（1622.9
月）

祐天上人が江戸・増上寺の住職に就
任（1637）

ぼだいいん 

りゅうきゅうしんとうき 

みかのはら 

じょうとくじ じゅうじ 

しょうねいおう ば こうめい 

だんのうほうりんじ 

さいほうじ いのおか 

※『袋中上人絵詞伝』などを参考に作成。 

年齢は数えで表記している。 

だ び 

【全国的な出来事は黒、沖縄(琉球)

の出来事は赤、いわきの出来事は緑

で表示】 
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＞＞＞ 参 考 資 料 ＜＜＜ 

 

◆『いわき市史 第１巻 原始・古代・中世』いわき市史編さん委員会 いわき市 1986 (K/210.1-1/イ) 
 

◆『いわき市史 第２巻 近世』いわき市史編さん委員会∥編   いわき市 1975 (K/210.1-1/イ) 
 

◆『いわき市史 第 6 巻 文化』いわき市史編さん委員会∥編   いわき市 1978 (K/210.1-1/イ) 
 

◆『いわきの人物誌（上）』いわき地域学會∥編          いわき市 1992 (K/281/イ) 
 

◆『新しいいわきの歴史』            いわき地域学會出版部 1992 (K/210.1-1/イ) 
 

◆『いわきの寺』                    いわきの寺刊行会 1981 (K/185/イ) 
 

◆『図説 いわきの歴史』                  郷土出版社 1999 (K/210.1-1/イ) 
 

◆『いわきふるさと大百科』                郷土出版社 2007 (K/210.1-1/イ) 
 

◆『磐城誌料叢書 第 1 輯』諸根樟一∥解題          勿来文庫 1930 (Ｋ/210.0-1/イ) 
 

◆『琉球神道記 弁蓮社袋中集』横山重∥編著           角川書店 1970 (K/172/タ) 
 

◆『袋中上人絵詞伝』原田禹雄∥訳注               榕樹書林 2003 (K/188/タ) 
 

◆『檀王法林寺』信ヶ原雅文∥著                  淡交社 2011 (K/188/シ) 
 

◆『琉球と袋中上人展』      九州国立博物館 沖縄県立博物館・美術館 2011 (K/188/リ) 
 

◆『袋中上人』信ヶ原良文∥著                 檀王法林寺 1937 (K/188/タ) 
 

◆『袋中上人餘光』信ヶ原良哉∥編              檀王法林寺 1938 (SK/188/タ) 
 

◆『袋中上人‐生い立ちとその行跡‐』信ヶ原良文∥著     だん王法林寺 1988 (K/188/タ) 
 

◆『袋中上人 開山と略伝』浄土宗涅槃山袋中寺菩提院∥編      菩提院 1991 (K/188/タ) 
 

◆『歴史智曼陀羅‐文化史断章‐』鯨岡勝成∥著          第一書房 2003 (Ｋ/104/ク) 
 

◆『沖縄エイサー誕生ばなし』御代英資∥著            東洋出版 2008 (K/188/タ) 
 

◆『専称寺史』佐藤孝徳∥編                  佐藤孝徳 1995 (Ｋ/185/サ) 
 

◆『如来寺史』佐藤孝徳∥編                松峯山如来寺 1996 (Ｋ/185/ニ) 
 

◆『沖縄県の歴史』安里進[ほか]∥著              山川出版社 2004 (219.9/オ) 
 

◆『琉球文学の歴史叙述』島村幸一∥著             勉誠出版 2015 (Ｋ/910.2/シ)             
 

◆「奈良地域関連資料画像データベース」 奈良女子大学学術情報センター 
 

◆「貴重資料デジタル書庫」 沖縄県立図書館 
 

◆「檀王法林寺ホームページ」 
 



 

平成 27(2015)年 10 月 20 日 発行 

■編集 いわき市立いわき総合図書館 

■発行 いわき市立いわき総合図書館 

 

企画展「袋中上人‐いわき・沖縄・京都‐」 

■会期 平成 27(2015)年 10 月 20 日(火)－平成 28(2016)年 1 月 24 日(日) 

■会場 いわき総合図書館 5 階 企画展示コーナー 
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